
 

表1 クマイザサの葉の化学組成（対絶乾試料重量％） 

細胞壁構成成分  

リグニン 18.8 

多糖類 43.6 

（セルロース＋ヘミセルロース）  

抽出成分 

 ジエチルエーテル抽出物  1.5 

酢酸エチル抽出物  2.2 

アルコール・ベンゼン抽出物  13.0 

熱水抽出物 19.7 

可溶性糖類 

 デンプン 2.0 

 単糖および少糖  3.5 

粗タンパク 12.6 

灰分 12.2 

Q&A 先月の技術相談から

Q：ササの葉には防腐効果がありますか？またそれに

関わる成分があれば教えてください。

　

A：ササ類は日本全土のほかにはサハリン南部，千島

列島南部，朝鮮半島のごく一部に分布するにすぎず，

ほぼ日本特産といわれています。ササは日本国内の

どこでも手に入れることができる植物であり，その

葉は常緑で比較的大きいこと，撥水性や清潔感があ

ること，堅い葉脈により強度が高いことなどから，

古くから食品の包装や料理の飾り付けに用いられ，

日本人にとってはなじみの深い生活材料の一つと

なっています。

　ササの葉には防腐効果があるという考えが，一般

的に受け入れられています。しかし，採取してきた

ばかりのササの生葉（写真 1）をビニール袋などに入

れて密封し室温で放置すると数日間は鮮度を保ちま

すが，その後はほとんどの場合，葉の表面や内部に

様々な細菌やカビのコロニーが発生します。これは，

ササの葉には，可溶性糖類やタンパク質などが，そ

れぞれ 5.5% および 12.6% ほど含まれており（表 1），

細菌やカビがそれらを利用し，温度や湿度などの条

件がそろうことにより急激に繁殖するためと考えら

れます。

写真 1　北海道に広く分布するクマイザサ

（Sasa senanensis Rehd.）の葉

　しかしながら，新鮮なササの葉のジエチルエーテ

ル抽出物や酢酸エチル抽出物（表 1）などには，食

中毒の病原菌とされるブドウ球菌や大腸菌に対する

抗菌性が認められることが報告されています。これ

らの抽出物中には，酢酸やプロピオン酸などの有機

酸とともに，グアヤコールやフェノールなどのフェ

ノール性化合物が主成分として含まれています。細

菌に対する上記の抗菌性は，有機酸自体の抗菌力と

pH 低下作用，およびフェノール性化合物との相乗

効果によって発揮されるものと考えられています。

しかし，これらの化合物の含有量は比較的微量であ

るために，長期間の鮮度保持には向かないと思われ

ます。

　また，表 1 中のジエチルエーテル抽出物の揮発性

成分について調べてみたところ，表 2 に示すような

化合物が微量に含まれていることが分かりました。

これらのうち，“青葉アルコール・青葉アルデヒド”

と呼ばれる成分は，青くささを呈する香りの主成分

であるとともに，抗菌性を有する成分として知られ

ています。また，テルペン類も樹木にも含まれ，森

林内特有の香りを形成する物質であるとともに，そ

はっ
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 青葉アルコール・青葉アルデヒド類  

 ヘキセノール 

 ヘキセナール 

 テルペン類 

 オシメン 

 エリクセン 

 ボルボネン 

 β-カリオフィレン  

 γ-カジネン 

 γ-グルジュネン 

 ゲルマクレン-D 

 α-グアイエン 

表 2　クマイザサの葉のジエチルエーテル抽出物に
含有される揮発性成分

れらの中のいくつかには抗菌性が認められていま

す。しかし，これらの成分もきわめて揮散しやすい

ので，葉の鮮度が落ちると急激に減少するものと考

えられます。

　以上のことより，新鮮なササの葉には確かに抗菌

性に関わる低分子量の成分が多数含まれることが分

かります。しかし，それらの含有量は小さく葉の鮮

度が低下すると急激に減少するため，冒頭の事例の

ように抗菌力は長続きしないことが予想されます。

したがって，ササの葉自体にはさほど強い防腐効果

は期待できないと考えたほうが良さそうです。
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